
　

一
方
、
母
校
で
は
恒
例
の
原
爆
死

没
者
慰
霊
祭
が
７
月
24
日
「
追
憶
之

碑
」
の
前
に
遺
族
ら
三
百
五
十
人
が

集
ま
っ
て
、
し
め
や
か
に
行
な
わ
れ

た
。
今
か
ら
五
十
二
年
前
、
犠
牲
に

な
っ
た
生
徒
た
ち
の
遺
族
が
残
し
た

親
た
ち
の
手
記
「
星
は
見
て
い
る
」

を
復
刊
し
た
こ
と
が
遺
族
会
か
ら
報

告
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
日
参
加

し
た
親
は
僅
か
に
四
人
。
親
の
世
代

は
ほ
と
ん
ど
が
九
十
歳
を
超
え
、
す

で
に
亡
く
な
ら
れ
た
人
、
高
齢
の
た

め
出
席
で
き
な
い
人
も
多
く
、
六
十

年
の
歳
月
の
重
み
を
感
じ
さ
せ
た
。

　

そ
の
四
人
の
出
席
者
の
中
に
伊
東

秋
男
さ
ん
（
九
四
）
の
姿
が
あ
っ
た
。

伊
東
さ
ん
は
「
節
目
の
年
な
の
で
無

理
を
押
し
て
…
」
と
二
男
の
次
男
さ

ん
（
六
八
）
夫
妻
に
付
き
添
わ
れ
て

追
憶
之
碑
の
前
で
静
か
に
手
を
合
わ

せ
な
が
ら
当
時
十
二
歳
の
長
男
宏
さ

ん
の
幼
い
顔
が
目
に
浮
か
ん
で
い
た

の
だ
ろ
う
。

　

伊
東
さ
ん
は
六
十
年
前
に
宏
さ
ん

を
失
い
、
四
年
前
に
は
次
男
さ
ん
の

長
男
和
重
さ
ん
（
三
五
）
＝
当
時
＝

を
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
世
界
貿
易
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
を
襲
っ
た
「
９
・
11
同

時
多
発
テ
ロ
」
で
失
う
と
い
う
二
重

の
大
き
な
悲
し
み
を
被
っ
た
人
で
も

あ
る
。

　

こ
の
日
、
碑
の
前
で
次
男
さ
ん
夫

妻
に
支
え
ら
れ
て
手
を
合
わ
せ
る
秋

男
さ
ん
。
二
世
代
に
わ
た
っ
て
戦
争

と
テ
ロ
に
打
ち
の
め
さ
れ
た
遺
族
の

悲
し
い
姿
が
あ
っ
た
。
二
年
前
、
中

国
新
聞
は
伊
東
さ
ん
の
家
族
の
悲
劇

を
取
り
上
げ
、「
二
つ
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゼ
ロ
、
兄
・
子
を
奪
っ
た
究
極

の
暴
力
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
報
じ
、

加
害
者
の
い
わ
れ
の
な
い
暴
力
を
告

発
し
て
い
る
。

　

あ
の
日
か
ら
六
十
年
。
今
年
の
広
島
は
節
目
の
年
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
、
平
和
を
希
求
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が

催
さ
れ
た
。
特
に
市
や
民
間
の
主
催
す
る
大
型
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
が
相
次

ぎ
、
８
月
に
は
平
和
公
園
を
中
心
に
二
日
間
に
わ
た
っ
て
国
内
外
か
ら
有

名
ア
ー
チ
ス
ト
が
参
加
し
た
大
が
か
り
な
コ
ン
サ
ー
ト
、
10
月
に
は
世
界

的
な
指
揮
者
の
小
沢
征
爾
さ
ん
が
、
文
化
勲
章
の
日
野
原
重
明
さ
ん
、
女

優
の
吉
永
小
百
合
さ
ん
と
と
も
に
参
加
し
た
。
広
島
と
東
京
の
市
民
コ
ー

ラ
ス
と
小
沢
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
フ
ォ
ー
レ
の
「
レ

ク
イ
エ
ム
」
が
演
奏
さ
れ
、
音
楽
と
詩
の
朗
読
に
よ
る

「
世
界
に
お
く
る
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
広
島
の
地

か
ら
発
信
し
た
。
会
場
の
八
千
人
の
市
民
は
大
き
な
感

動
に
包
ま
れ
な
が
ら
平
和
へ
の
祈
り
を
新
た
に
し
た
。
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節
目
の
年　

世
界
に
届
け
広
島
の
祈
り

碑
前
に
額
ず
く
老
父

「
追
憶
之
碑
」
前
で
慰
霊
祭

遺
族
ら
三
百
五
十
人
が
参
列

「追憶之碑」前で手を合わせる伊東秋男
さん（右）と二男の次男さん夫妻
（７月24日、国泰寺高で）＝中国新聞提供



　

昭
和
十
九
年
に
旧
制
広
島
一
中
を

卆
業
し
た
同
期
生
で
結
成
し
て
い
る

「
一
九
会
」
は
昨
年
10
月
、
会
員
か

ら
募
集
し
た
原
稿
を
ま
と
め
て
、
文

集
「
ユ
ー
カ
リ
」
を
刊
行
し
た
。

　

こ
れ
は
平
成
十
五
年
に
開
い
た
同

期
会
で
中
村
好
之
君
が
提
案
し
、
会

員
の
皆
さ
ん
の
賛
同
を
得
て
、
翌
年

秋
に
開
い
た
「
広
島
一
中
卆
業
60
周

年
ク
ラ
ス
会
」
の
記
念
事
業
と
し
て

取
り
組
ん
だ
。
文
集
編
纂
は
ク
ラ
ス

会
世
話
人
会
（
代
表
・
隅
田
正
二
君
）

が
役
割
り
を
分
担
し
、
編
集
方
針
、

仕
様
、
費
用
な
ど
一
つ
一
つ
を
世
話

人
全
員
で
話
し
合
い
な
が
ら
進
め
ら

れ
た
。
文
集
の
タ
イ
ト
ル
「
ユ
ー
カ

リ
」
は
窪
寺
千
彰
君
の
発
案
に
よ
る

も
の
で
、
表
紙
に
使
っ
た
写
真
は
、

当
時
の
広
島
一
中
正
門
の
左
に
立
っ

て
い
た
ユ
ー
カ
リ
の
大
樹
を
あ
し

ら
っ
た
も
の
。

　

原
稿
を
依
頼
し
た
の
は
死
亡

者
を
除
き
所
在
の
わ
か
っ
て
い
る

百
四
十
五
人
で
、
応
募
は
予
想
を
は

る
か
に
超
え
、七
十
八
人
に
達
し
た
。

思
わ
ぬ
反
響
に
世
話
人
一
同
嬉
し
い

限
り
で
あ
り
、
張
り
合
い
を
感
じ
な

が
ら
刊
行
に
向
け
て
大
き
な
パ
ワ
ー

に
な
っ
た
。

　

内
容
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
広

島
一
中
時
代
の
思
い
出
が
七
割
を
占

め
、
そ
の
他
随
想
、
近
況
、
旅
行
記

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
年
表

と
当
時
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
を
加
え
て

文
集
ら
し
く
仕
上
が
っ
た
。

　

私
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
既
に
喜
寿
を

過
ぎ
た
が
、六
十
年
と
い
う
歳
月
は
、

こ
の
原
稿
執
筆
を
き
っ
か
け
に
一
気

に
巻
き
戻
さ
れ
た
。
懐
か
し
い
年
中

行
事
、
個
性
豊
か
な
先
生
方
の
こ
と

な
ど
、
そ
の
記
憶
は
ま
だ
ま
だ
確
か

で
あ
る
。
多
感
な
一
中
時
代
に
受
け

た
薫
陶
は
、
八
十
歳
間
近
に
な
っ
て

も
脈
々
と
生
き
て
い
る
。
良
き
師
、

良
き
友
に
恵
ま
れ
、幸
運
で
あ
っ
た
。

「
ユ
ー
カ
リ
」（
Ｂ
５
版
、２
６
８
頁
）

は
そ
の
級
友
の
心
に
残
る
一
冊
で
あ

る
。
現
在
残
部
は
若
干
残
っ
て
い
る

程
度
。
同
窓
会
事
務
局
に
も
一
冊
保

存
し
て
い
る
。

（
昭
和
19
年
卆　

藤
田　

勝
）

　

今
年
八
月
、
わ
れ
わ
れ
広
島
一
中

有
終
会
＝
昭
和
二
十
四
年
卆
＝
は
、

入
学
六
十
周
年
記
念
文
集
『
続
・
鯉

城
の
日
々
』
を
上
梓
し
た
。
松
浦
道

一
、
川
村
毅
両
先
生
に
も
ご
寄
稿
を

お
願
い
し
、
会
員
七
十
七
名
が
筆
を

と
っ
て
く
れ
た
。

　
「
続
」
と
し
た
の
は
、
す
で
に
昭

和
六
十
一
年
八
月
、
最
初
の
回
想
録

『
鯉
城
の
日
々
』
を
刊
行
し
て
お
り
、

今
回
は
い
わ
ば
そ
の
続
篇
と
い
っ
た

意
味
合
い
も
あ
る
か
ら
だ
が
、
そ
れ

に
し
て
も
何
故
〝
卆
業
五
十
五
周
年

記
念
〞
で
は
な
く
、〝
入
学
六
十
周

年
記
念
〞
な
の
か
、
詳
し
く
は
「
あ

と
が
き
」
を
お
読
み
い
た
だ
く
と
し

て
、
要
す
る
に
、
わ
れ
わ
れ
は
戦
後

の
学
制
改
革
に
よ
っ
て
、
ま
と
も
に

広
島
一
中
を
卆
業
さ
せ
て
も
ら
え
な

か
っ
た
世
代
で
あ
る
。
ま
ず
二
十
三

年
の
学
制
改
革
で
広
島
一
中
は
鯉
城

高
校
に
衣
替
え
し
た
の
も
束
の
間
、

翌
二
十
四
年
の
改
革
第
二
弾
は
、
さ

ら
な
る
校
名
変
更
に
加
え
て
男
女
共

学
制
、
学
区
制
の
押
し
つ
け
で
、
わ

れ
わ
れ
を
各
自
の
居
住
区
域
の
新
設

校
に
放
り
出
し
て
し
ま
っ
た
。
占
領

軍
の
意
図
す
る
改
革
は
、
ま
さ
し
く

日
本
独
得
の
中
学
校
制
度
を
根
本
か

ら
突
き
崩
す
こ
と
に
あ
り
、
情
容
赦

も
無
か
っ
た
。
た
だ
、
わ
れ
わ
れ
に

と
っ
て
幸
運
だ
っ
た
の
は
、
校
友
会

有
志
の
働
き
か
け
で

右
の
者
は
本
校
に
お
い
て

定
め
ら
れ
た
課
程
を
修
了
し
た

こ
と
を
證
す
る

昭
和
二
十
四
年
三
月
二
十
日

広
島
県
立
広
島
第
一
中
学
校
長

数
田　

猛
雄

と
明
記
し
た
卆
業
證
書
を
交
付
し

て
も
ら
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ

の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
は
、
文
集

の
第
二
部
「
鯉
城
高
校
物
語
」
の
中

（
三
百
四
十
六
頁
〜
三
百
四
十
七
頁
）

で
、
当
時
の
校
友
会
理
事
・
今
田
耕

二
君
が
詳
し
く
書
い
て
い
る
。
実
に

貴
重
な
証
言
だ
。

　

そ
れ
に
し
て
も
戦
中
戦
後
の
あ

の
多
難
な
時
期
に
、
広
島
一
中
生
活

を
共
に
し
た
仲
間
た
ち
、
構
成
メ
ン

バ
ー
の
実
態
は
複
雑
で
あ
る
。
原
爆

―

終
戦
を
挟
ん
で
、
運
命
的
と
も
言

え
る
学
徒
動
員
の
こ
と
、
学
制
改
革

の
嵐
に
翻
弄
さ
れ
た
こ
と
な
ど
あ
っ

て
、
卆
業
年
を
基
準
と
し
た
世
間
一

般
の
同
期
会
と
は
異
な
り
、
中
途
で

転
出
入
し
た
者
す
べ
て
を
包
含
し
て

い
る
か
ら
だ
。
あ
る
い
は
原
爆
で
親

を
失
い
親
戚
を
頼
っ
て
転
じ
た
ケ
ー

ス
、
学
業
そ
の
も
の
を
あ
き
ら
め
た

ケ
ー
ス
も
あ
ろ
う
。
ま
た
、
戦
火
を

逃
れ
て
疎
開
し
た
広
島
で
原
爆
に
遭

遇
、
終
戦
で
再
び
出
身
地
に
戻
っ
た

ケ
ー
ス
な
ど
様
々
だ
が
、
た
と
え

一
時
的
で
は
あ
っ
て
も
、
あ
の
戦
争

体
験
を
共
有
し
た
わ
れ
わ
れ
の
同
志

的
な
つ
な
が
り
は
終
生
大
事
に
し
た

い
し
、
そ
う
し
た
仲
間
か
ら
の
こ
の

た
び
の
投
稿
は
本
当
に
懐
し
か
っ
た

し
、
嬉
し
か
っ
た
。

　

三
年
制
の
現
在
の
新
制
中
学―

新

制
高
校
に
学
ん
だ
後
輩
諸
君
が
、
旧

制
中
学
を
回
想
す
る
こ
の
記
念
文
集

を
ど
う
ご
覧
に
な
る
か
見
当
も
つ
か

な
い
が
、
た
だ
一
つ
、〝
広
島
一
中
〞

に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
愛
着
の
強

さ
と
い
っ
た
も
の
が
行
間
全
体
か
ら

滲
み
出
て
い
る
こ
と
を
、
い
さ
さ
か

な
り
と
も
お
感
じ
取
り
い
た
だ
け
れ

ば
、
と
願
っ
て
い
る
。（福

間　

駿
吉
）

　

広
島
一
中
有
終
会
＝
昭
和
24
年
卆

＝
の
第
四
百
回
ゴ
ル
フ
例
会
は
10
月

22
日
、
宮
島
志
和
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽

部
で
生
憎
の
強
い
北
風
を
衝
い
て
参

加
十
四
人
が
記
念
す
べ
き
フ
ァ
イ
ナ

ル
ラ
ウ
ン
ド
を
完
走
し
た
＝
写
真
。

そ
し
て
夜
の
打
ち
上
げ
は
リ
ー
ガ
ロ

イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島
三
十
二
階
の
エ

メ
ラ
ル
ド
の
間
に
、
元
会
員
も
含
む

総
勢
二
十
六
人
が
集
い
、
十
人
を
数

え
る
物
故
会
員
の
住
時
な
ど
偲
び
な

が
ら
歓
を
尽
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

遡
れ
ば
昭
和
42
年
の
二
回
開
催

を
嚆
矢
（
こ
う
し
）
と
し
、
四
年
半

の
ブ
ラ
ン
ク
を
経
て
四
十
七
年
に
五

回
（
四
、五
、六
、十
一
、十
二
月
）
開

催
。
以
降
は
、
そ
れ
こ
そ
連
綿
と
し

て
休
む
こ
と
な
く
回
数
を
刻
ん
だ
月

例
会
だ
っ
た
が
、
四
百
回
到
達
を
目

前
に
「
こ
こ
ま
で
来
た
の
だ
か
ら
次

は
五
百
回
を
…
」
の
声
も
聞
か
ぬ
で

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら

八
年
四
カ
月
先
ま
で
わ
れ
わ
れ
が
ゴ

ル
フ
を
楽
し
め
る
か
誰
も
保
障
し
て

く
れ
な
い
以
上
、
や
は
り
一
区
切
り

つ
け
る
べ
き
時
だ
ろ
う
。

　

有
終
会
の
〝
有
終
〞
と
は
「
物
事

の
け
じ
め
は
き
ち
ん
と
す
る
」こ
と
。

わ
れ
わ
れ
同
期
に
共
通
す
る
信
条
で

も
あ
る
。

（
昭
和
24
年
卆
幹
事　

福
岡
駿
吉
）

昭
和
34
年
３
年
５
組

　

昭
和
34
年
卆
業
の
三
年
五
組
の
級

友
は
８
月
21
日
、
五
回
目
の
ク
ラ

ス
会
を
広
島
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
開

い
た
。
今
年
は
女
性
二
人
と
男
性

十
五
人
が
参
加
。
六
十
五
歳
を
記

念
し
て
世
話
人
の
伊
藤
君
が
出
身
地

の
熊
野
の
化
粧
筆
を
全
員
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
男
性
は
奥
様
へ
の
贈
物
に

と
彼
の
優
し
さ
が
伝
わ
っ
た
。

（
堂
垣
内
崇
雅　

広
島
市
在
住
）

　

第
29
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
放
送
文
化
部
門
全
国
大
会
が
７
月

30
、
31
日
の
二
日
間
、
青
森
県
三
沢

市
の
三
沢
公
会
堂
で
開
か
れ
た
。
国

泰
寺
高
放
送
部
は
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門

と
オ
ー
デ
ィ
オ・ピ
ク
チ
ュ
ア（
Ａ
Ｐ
）

部
門
に
出
場
。
Ａ
Ｐ
部
門
で
見
事
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。
こ
れ
は
昨
年

の
徳
島
大
会
に
続
く
二
連
覇
で
全
国

で
も
あ
ま
り
例
が
な
い
快
挙
で
あ
る
。

　

作
品
は
広
島
市
内
の
ホ
ー
ム
レ

ス
の
人
々
を
支
援
し
て
い
る
女
性
の

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
、
生
徒
自
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
続
け
、
約
二
年
間
を
か

け
て
制
作
し
た
。
他
校
の
生
徒
・
顧

問
の
先
生
か
ら
「
感
動
し
た
」
の
声

が
寄
せ
ら
れ
た
ほ
か
、
審
査
員
の
講

評
で
も
、
制
作
段
階
の
努
力
や
作
品

の
完
成
度
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。
制

作
責
任
者
の
三
年
樽
谷
寛
子
さ
ん
は

「
リ
ハ
ー
サ
ル
の
と
き
音
が
小
さ
か
っ

た
の
で
、
だ
め
か
と
思
っ
た
が
、
諦

め
ず
に
調
整
を
頼
ん
だ
の
が
よ
か
っ

た
」
と
話
し
て
い
た
。

　

ま
た
放
送
部
は
こ
の
受
賞
に
よ
っ

て
、
８
月
25
日
に
『
広
島
県
メ
ー
プ

ル
賞
』
も
受
賞
し
た
。
部
員
た
ち
は

副
賞
の「
青
森
の
お
い
し
い
リ
ン
ゴ
」

に
舌
鼓
を
打
っ
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
の
全
国
高
校
選
手
権
広
島

県
大
会
は
11
月
12
日
、
広
島
広
域
公
園

第
一
球
場
で
準
決
勝
が
行
な
わ
れ
た
。

　

国
泰
寺
高
は
、
昨
年
優
勝
の
観
音

高
と
対
戦
、
前
半
６
分
に
Ｆ
Ｋ
か
ら

先
制
点
を
あ
げ
リ
ー
ド
し
た
が
、
後

半
守
り
切
る
こ
と
が
で
き
ず
、
今
年

も
ベ
ス
ト
４
の
壁
を
破
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
結
局
観
音
高
が
優
勝

し
年
末
の
全
国
大
会
に
駒
を
進
め
た
。

○
準
決
勝

皆
実
４
（
２―

０　

２―

０
）
０
如
水
館

観
音
５
（
０―

１　

５―

０
）
１
国
泰
寺

○
決　

勝

観
音
２
（
１―

１　

１―

０
）
１
皆
実

　

沖
田
監
督
の
話　

県
新
人
戦
優
勝

に
始
ま
り
、
中
国
プ
リ
ン
ス
リ
ー
グ

六
位
、
県
総
体
三
位
、
い
よ
い
よ
最

後
の
選
手
権
大
会
。
狙
う
は
優
勝
。

苦
し
い
試
合
の
連
続
で
、
逆
に
チ
ー

ム
の
結
束
が
強
く
な
り
、
辿
り
着

い
た
準
決
勝
で
あ
っ
た
が
、
ま
た
し

て
も
決
勝
の
前
に
涙
を
呑
ん
だ
。
多

く
の
方
に
支
え
て
頂
き
、
選
手
も
そ

れ
に
応
え
よ
う
と
全
力
を
尽
く
し
た

が
、
残
念
で
あ
っ
た
。

　

一
、二
年
生
に
は
、
今
年
流
し
た

涙
を
忘
れ
な
い
で
、
さ
ら
に
飛
躍
し

て
も
ら
い
た
い
。

　

立
川
主
将
の
話　

悔
し
い
思
い
も

あ
り
ま
す
が
、
三
年
間
、
国
泰
寺
の

サ
ッ
カ
ー
部
で
や
っ
て
き
た
こ
と
は

大
変
誇
り
に
思
い
ま
す
。
私
た
ち
を

支
え
、
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
多
く

の
方
々
に
感
謝
し
、
サ
ッ
カ
ー
を
通

し
て
学
ん
だ
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
人

生
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

　

総
合
的
な
学
習
時
間
の
活
用
で
一

年
生
二
百
三
十
五
人
が
去
る
10
月
５

日
か
ら
三
日
間
、
三
十
一
組
に
分
か

れ
て
広
島
市
内
を
中
心
に
先
輩
た
ち

が
働
い
て
い
る
職
場
二
十
九
事
業
所

を
見
学
し
た
。
同
月
26
日
に
は
職
場

見
学
の
報
告
が
開
か
れ
、
土
井
敬
正

母
校
振
興
委
員
長
と
桑
野
恭
彬
事
務

局
長
が
出
席
し
、
参
加
者
か
ら
見
学

の
成
果
を
聞
い
た
。

　

各
事
業
所
の
先
輩
方
の
対
応
は
、

母
校
の
生
徒
に
対
す
る
期
待
が
こ

も
っ
て
お
り
、
生
徒
の
心
に
強
く
焼

き
付
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
報
告

内
容
は
、
二
分
以
内
の
制
限
の
中
で

率
直
な
感
想
が
述
べ
ら
れ
た
。
訪
問

先
の
副
社
長
と
会
っ
て
『
お
話
を
聞

い
た
だ
け
で
も
感
動
し
た
』
と
い
う

ス
ー
パ
ー
ユ
ア
ー
ズ
組
や
、
介
助
す

る
方
も
、
さ
れ
る
方
も
、
笑
顔
の
大

切
さ
を
感
じ
、
こ
れ
か
ら
の
進
路
を

考
え
る
上
で
活
か
し
て
い
き
た
い
』

と
感
じ
た
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ふ
じ
組
な
ど
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
。

　

多
忙
な
中
を
対
応
し
て
頂
い
た
各
事

業
所
の
先
輩
方
に
、
同
窓
会
と
し
て
も

あ
ら
た
め
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
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綴られた様々な人生
同期生 78 人が寄稿

卆
業
60
周
年
を
記

念
し
て
発
刊
し
た

文
集
「
ユ
ー
カ
リ
」

底
流
に
脈
打
つ
〝
一
中
賛
歌
〞

「
入
学
60
周
年
記
念
文
集
」
上
梓
昭和24年卆

や
さ
し
い
贈
り
物

放
送
部
が
全
国
優
勝

二
連
覇
の
快
挙

全
国
文
化
祭

Ａ
Ｐ
部
門

決
勝
進
出
な
ら
ず

サ
ッ
カ
ー
部

副
社
長
の
話
に
感
動

今
年
も
先
輩
の
職
場
訪
問

昭和19年卆



　

本
年
度
の
当
番
幹
事
は
昭
和
五
十
七
年
卒
業
の
私
た

ち
が
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
さ
て
、
近
年

の
母
校
は
二
〇
〇
四
年
よ
り
開
始
さ
れ
た
「
ニ
ュ
ー
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
も
と
、「
ス
ー
パ
ー
サ
イ

エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
の
指
定
を
は
じ
め
、
各
ク
ラ
ブ

の
活
躍
等
、
文
武
両
面
に
わ
た
っ
て
飛
躍
的
な
発
展
を
遂

げ
て
い
ま
す
。
二
木
会
や
総
会
に
お
い
て
田
村
会
長
や
安

森
校
長
か
ら
、
母
校
の
近
況
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
く

こ
と
も
会
の
楽
し
み
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
卒
業
し
て
二
十
四
年
目
に
「
国
泰
寺
高
校

昭
和
五
十
七
年
卒
業
」
と
い
う
絆
で
結
ば
れ
た
同
期
が
集

い
、
同
窓
会
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
あ
ら
た
め
て

母
校
の
歴
史
や
同
窓
会
活
動
に
つ
い
て
理
解
し
、
す
ば
ら

し
い
同
窓
の
方
々
と
の
ご
縁
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
私
た

ち
も
「
母
校
の
た
め
に
…
」
と
い
う
気
持
ち
で
、
総
会
の

成
功
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
総
会
は
七
百
人
と
い
う
多
く
の
同
窓
生
の

ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
ま
た
多
額
の
広
告
協
賛
を
い
た
だ

き
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
母
校
と
の
交
流
と
い

う
こ
と
で
、
昨
年
に
続
き
母
校
の
生
徒
の
代
表
を
会
場
に

招
き
、
彼
ら
の
活
躍
ぶ
り
や
成
果
を
同
窓
生
の
皆
様
に
直

接
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
特
に
今
年
は
現
役
の
応
接
団

に
よ
る
演
舞
を
行
い
会
場
よ
り
拍
手
喝
采
を
浴
び
て
お
り

ま
し
た
。
同
窓
生
が
現
在
の
母
校
を
共
有
し
、
若
き
後
輩

た
ち
の
活
躍
に
対
し
て
、
熱
い
エ
ー
ル
を
送
る
姿
は
、
そ

こ
に
新
た
な
一
体
感
を
生
み
出
し
、
母
校
と
同
窓
会
の
さ

ら
な
る
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
の
「
鯉
城
の
夕
」
合
唱
で
、
時
代
や
年
代
を
超
え

て
鯉
城
の
旗
の
下
、
参
加
者
が
一
体
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
当
番
幹
事
と
い
う
素
晴
ら
し
い
機
会
を
い
た
だ
き
、

御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
大
切
な
ご
縁
を
い
た
だ
き
、
歴
史
と
伝
統
あ

る
一
中
、
国
泰
寺
の
絆
を
認
識
し
、
そ
し
て
大
変
勉
強
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
の
母
校
と
鯉
城
同

窓
会
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈
念
し
、
昭
和
五
十
八
年
卒

の
次
期
当
番
幹
事
の
皆
さ
ん

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
本
当
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

代
表
幹
事　

石
崎　

幸
弘
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田
村
会
長
か
ら
顕
賞
状
を
受
け
る
叙
勲
な

ど
各
種
賞
を
受
け
ら
れ
た
人
た
ち
。
会
長

自
身
も
そ
の
一
人
。

昭
和
20
年
卒
。
今
年
は
同
期
が
集
い
卒
業

60
年
を
祝
っ
た
。
凛
々
と
し
た
調
子
顧
問

の
顔
も
あ
る
。

昭
和
29
年
卒
。
卒
業
し
て
51
年
も
た
つ
と
、

さ
す
が
の
敏
腕
社
長
さ
ん
も
穏
や
か
な
好

好
爺
。

昭
和
42
年
卒
。
卒
業
し
て
38
年
。
職
場
の

リ
ー
ダ
ー
の
奮
囲
気
が
漲
る
。
ゴ
ー
ル
ま

で
頑
張
ろ
う
。

「
あ
ァ
、
終
わ
っ
た
ネ
」
退
席
す
る
皆
さ
ん

を
拍
手
で
見
送
る
当
番
幹
事
の
女
性
た
ち

母校の現状を熱っぽく語る安
森校長。この姿も今年限りか。

昭
和
14
年
か
ら
18
年
卒
の
最
年
長
組
。
二

木
会
の
常
連
の
顔
も
見
え
る
若
々
し
い

テ
ー
ブ
ル
。

昭
和
22
年
卒
。
立
石
、
河
面
、
木
本
と
戦

後
の
一
中
ス
ポ
ー
ツ
を
支
え
た
人
た
ち
の

顔
も
見
え
る
。

昭
和
26
年
卒
。
原
爆
の
生
き
残
り
や
地
区

制
で
共
学
に
な
っ
た
級
友
。
今
年
は
全
部

で
27
人
集
合
。

昭
和
34
年
卒
組
。
リ
タ
イ
ア
し
て
数
年
、

第
二
の
人
生
楽
し
ん
で
ま
す
。

「
楽
し
か
っ
た
な
ァ
」
新
入
り
組
も
背
広
姿

で
ご
気
嫌

熱
気
あ
ふ
れ
る
総
会
場
。
手
前
の
テ
ー
ブ
ル
に
新
入
会
員
の
顔

が
見
え
る
。

先
輩
応
援
団
か
ら
母
校
の
活
躍
に
力
い
っ

ぱ
い
の
エ
ー
ル

現
役
応
援
団
か
ら
同
窓
会
の
先
輩
に
熱
い

応
援
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

晴れて先輩の仲間入り。
24 年後の当番幹事誕生。 



　

大
阪
で
関
西
鯉
城
同
窓
会
を
設
立

す
る
動
き
が
始
ま
っ
て
い
る
。
近
畿

広
島
県
人
会
の
巻
幡
展
男
会
長
（
関

西
テ
レ
ビ
会
長
）
は
昭
和
二
十
二
年

の
広
島
一
中
の
卆
業
。
前
会
長
の
井

上
義
國
氏
（
ダ
イ
キ
ン
顧
問
）
も
昭

和
二
十
三
年
の
卆
業

生
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

一
中
Ｏ
Ｂ
が
二
代
続
い

た
、
会
長
の
母
校
の
同
窓
会
組
織
が

関
西
に
は
存
在
し
な
い
状
態
が
続
い

て
い
る
。

　

同
県
人
会
の
役
員
の
話
に
よ
る

と
、
広
島
県
人
会
に
所
属
し
て
い
る

会
員
の
出
身
校
の
う
ち
、
公
私
立
の

高
校
十
四
校
が
関
西
同
窓
会
を
組
織

し
て
い
る
。
そ
し
て
県
人
会
の
中
に

関
西
同
窓
協
議
会
を
組
織
し
て
交
流

を
図
っ
て
い
る
。
特
に
、
広
商
、
広

陵
、
瀬
戸
内
、
如
水
館
な
ど
甲
子
園

常
連
校
、
毎
年
年
末
京
都
で
行
な
わ

れ
る
全
国
高
校
駅
伝
で
名
を
馳
せ
た

世
羅
高
な
ど
、
応
援
に
力
の
入
る
同

窓
会
支
部
が
名
を
連
ね
て
い
る
と
い

う
。
県
人
会
の
中
で
は
「
県
内
一
番

の
名
門
校
の
同
窓
会
が
関
西
に
な
い

の
は
不
思
議
だ
」
と
い
う
人
も
あ
る

そ
う
だ
。

　

こ
う
し
た
声
も
あ
っ
て
か
、
一
部

の
同
窓
生
の
間
で
も
「
何
と
か
し
な

く
て
は
…
」
と
の
声
が
出
始
め
、
関

西
で
の
同
窓
会
設
立
の
気
運
が
盛
り

上
が
ろ
う
と
し
て
い
る
。
近
く
準
備

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
関
西
在
住
の

同
窓
生
に
設
立
を
呼
び
か
け
る
こ
と

に
し
て
い
る
。
同
窓
会

と
し
て
も
早
期
実
現
を

期
待
し
て
い
る
。

　

こ
の
件
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
近
畿
広
島
県
人
会
の

大
津
（
旧
姓
宗
藤
）
巧
副
幹
事

長
（
昭
和
39
年
定
卆
・
八
尾
市

北
亀
井
町
三―

二―

二
四
、
電
話

０
７
２
９
・
９
２
・
０
８
１
２
）ま
で
。

　

平
成
十
七
年
度
、
各
種
の
賞
を

受
章
さ
れ
た
同
窓
生
の
方
々
を
同
窓

会
総
会
で
顕
彰
し
た
。
顕
彰
さ
れ
た

方
々
は
次
の
と
お
り
。

《
叙
勲
関
係
》

　

瑞
宝
中
綬
章
（
教
育
研
究
）
昭
和

19
年
卆
＝
徳
岡
昭
治
▽
瑞
宝
中
綬

章
（
教
育
研
究
）
昭
和
20
年
卆
＝
横

路
謙
次
郎
▽
旭
日
小
綬
章
（
金
融
業

務
）
昭
和
25
年
卆
＝
田
村
鋭
治
▽
瑞

宝
重
光
章
（
工
業
技
術
の
発
展
）
昭

和
27
年
卆
＝
石
原
舜
三
▽
瑞
宝
双
光

章
（
郵
政
事
業
）
昭
和
24
年
併
中
卆

＝
大
多
和　

孝
▽
瑞
宝
双
光
章
（
地

方
自
治
）
昭
和
28
年
卆
＝
花
岡　

哲

《
高
松
宮
殿
下
記
念
世
界
文
化
賞
》

　

昭
和
32
年
卆
＝
三
宅
一
生

《
平
成
17
年
中
国
文
化
賞
》

　

昭
和
25
年
卆
＝
平
位　

剛

《
平
成
16
年
日
本
善
行
会
表
彰
》

　

旧
職
員
＝
石
川
幸
子

東
京
鯉
城
23
年
卆

　

わ
れ
わ
れ
は
昭
和
十
八
年
か
ら

二
十
四
年
の
六
年
間
に
、
あ
る
期
間

国
泰
寺
の
学
び
舎
で
同
学
年
と
し
て

籍
を
置
い
た
仲
間
で
あ
る
。
昨
年
に

続
き
、奥
武
蔵
自
然
公
園
に
あ
る「
あ

じ
さ
い
館
」
で
、
５
月
29
・
30
日
の

両
日
、
同
期
会
を
開
い
た
。

　

ホ
テ
ル
周
辺
の
新
緑
が
、
屏
風
絵

の
よ
う
に
連
な
る
山
々
の
濃
い
緑
に

映
え
て
美
し
か
っ
た
。

　

長
年
、
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
で
会
合

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
も
う
少
し
時
間

が
欲
し
い
と
い
う
声
が
上
が
り
、
織

田
君
の
世
話
で
一
泊
二
日
の
「
わ
い

が
や
」会
を
始
め
て
二
回
目
で
あ
る
。

重
松
君
の
上
京
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合

わ
せ
て
計
画
が
立
て
ら
れ
る
の
が
恒

例
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
回
は
当
日

配
布
さ
れ
た
レ
ジ
メ
の
盛
り
沢
山
に

は
驚
か
さ
れ
た
。
①
各
人
の
近
況
紹

介
②
今
岡
君
の
海
外（
ウ
ル
グ
ア
イ
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
話
③
佐
野
君

の
Ｍ
＆
Ａ
談
義
④
重
松
君
の
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
談
義
⑤
最
近
国

内
外
の
諸
問
題
に
関
す
る
懇
談
な
ど

で
あ
る
。

　

巧
み
に
話
す
演
者
の
講
話
を
最
初

の
う
ち
は
静
聴
し
て
い
た
が
、
質
疑

応
答
の
中
断
を
境
に
し
て
、
談
論
風

発
し
始
め
、
誰
が
講
演
し
て
い
る
の

か
解
ら
な
く
な
る
ほ
ど
盛
り
上
が
っ

て
き
た
。
講
演
者
三
名
、
幹
事
二

名
を
含
む
十
七
名
の
グ
ル
ー
プ
活
動

は
、
老
人
の
集
ま
り
と
し
て
は
、
と

て
も
想
像
で
き
な
い
活
発
な
も
の
で

あ
っ
た
。予
定
時
間
を
大
幅
に
超
え
、

大
広
間
で
の
宴
会
へ
も
話
題
は
持
ち

越
さ
れ
、
最
後
は
幹
事
部
屋
に
移
っ

て
真
夜
中
ま
で
続
い
た
。
翌
朝
、
好

評
を
博
し
て
い
る
重
松
君
の
野
球
・

サ
ッ
カ
ー
談
義
を
楽
し
み
な
が
ら

も
、
世
界
に
伍
し
て
い
く
た
め
に
は

14
〜
16
歳
を
ピ
ー
ク
と
し
た
若
人
の

養
成
が
肝
要
だ
と
説
か
れ
、
国
の
現

状
を
憤
り
、
明
日
の
日
本
を
憂
う
声

は
治
ま
ら
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
い

つ
の
間
に
か
時
も
過
ぎ「
鯉
城
の
夕
」

合
唱
の
機
会
を
持
て
な
い
ま
ま
帰
路

の
バ
ス
の
人
と
な
っ
た
。

（
三
崎　

俊
明
）

▽
原
紺
さ
ん
、
校
歌
の
書
を
寄
贈

　

昭
和
三
十
七
年
卆
業
の
書
道
家

原
紺
通
子
さ
ん
が
、
今
年
四
月
に
東

京
都
内
で
開
催
さ
れ
た
「
第
七
回
公

華
展
」
と
併
せ
て
催
さ
れ
た
「
原
紺

の
華
の
書
の
世
界
」
に
出
展
し
た
作

品
を
、
こ
の
ほ
ど
母
校
国
泰
寺
高
校

へ
寄
贈
し
た
い
と
の
申
し
入
れ
が
あ

り
、
学
校
側
も
喜
ん
で
受
け
入
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

作
品
は
国
泰
寺
高
校
の
校
歌
「
さ

み
ど
り
匂
う
太
田
川
…
」
全
文
を
九

張
の
軸
に
仕
立
て
た
堂
々
た
る
も
の

で
、
在
校
生
の
書
道
教
育
の
糧
に
し

た
い
と
、
学
校
も
喜
ん
で
い
る
。

▽
還
っ
て
き
た
一
中
連
絡
簿

　

10
月
27
日
、
ス
ラ
リ
と
し
た
紳
士

が
同
窓
会
室
へ
お
見
え
に
な
っ
た
。

昭
和
二
十
年
入
学
の
一
年
生
、
十
四

学
級
廣
澤
先
生
ク
ラ
ス
の
工
藤
徹
さ

ん
。
一
カ
月
だ
け
在
校
、
５
月
に
父

親
の
転
勤
で
福
山
へ
転
校
。
危
う
く

原
爆
の
被
害
を
免
か
れ
た
そ
う
だ
。

六
十
年
ぶ
り
の
来
訪
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
保
管
し
て
い
た
「
連
絡

簿
」「
入
試
受
付
票
」「
受
験
票
」
を

同
窓
会
へ
寄
贈
し
て
帰
ら
れ
た
。

　
「
連
絡
簿
」
は
願
出
・
届
出
事
項

を
学
校
か
ら
許
可
を
も
ら
う
た
め
に

使
用
す
る
も
の
で
あ
る
。「
市
内
電

車
ハ
病
気
ノ
ト
キ
許
可
」
と
あ
る
。

郊
外
か
ら
の
通
学
生
は
、
広
島
駅
、

己
斐
駅
、
横
川
駅
か
ら
歩
い
て
い
た

と
の
こ
と
。「
自
轉
車
通
学
ハ
學
校

ヨ
リ
約
五
粁
以
内
ハ
不
許
可
」
と
あ

る
。
学
校
よ
り
約
５
㎞
を
越
え
る
道

程
の
者
だ
け
自
転
車
の
利
用
が
認
め

ら
れ
た
と
の
こ
と
。
工
藤
さ
ん
も
皆

実
町
の
自
宅
か
ら
片
道
2.6
㎞
を
毎
日

徒
歩
通
学
し
た
そ
う
で
あ
る
。
当
時

の
質
実
剛
健
の
実
態
が
忍
ば
れ
る
。

　

工
藤
さ
ん
は
一
中
慰
霊
碑
に
参

拝
、
原
爆
直
後
の
様
子
を
写
し
た
銅

版
を
感
慨
深
く
眺
め
て
い
た
。
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今
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あ
す
の
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